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平成１８年３月期

決算説明会
06年 05月 29日

200５年度業績

中期経営方針

200６年度予想

アジェンダ
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2005年度 業績概況

113%9458,0428,987営業利益

連

結

－7,0443,635－ 3,409当期純利益

7747,1437,917経常利益

7837,1407,923営業利益

製
菓
単
独

－3,535

97.7%

155,294151,759売 上

―－6,8023,984－ 2,818当期純利益

111%9787,8158,793経常利益

113%－ 5,558

96.9%

176,478170,920売 上

連単倍率前年比較2004年度2005年度

(単位 :百万円 )
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110

1,765億 1,709億
食料品 －32億
卸売飲食店 －29億
不動産 ＋5億

-56億

売上

営業利益

食料品

2005年度【連結】 セグメント別営業利益

（億円）
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2004年度 80億 2005年度 90億

食料品
+2億

卸売飲食店 +3億

不動産 +5億

営業利益

+10億

主力ブランドの伸び悩み、外
食事業子会社譲渡の影響で
売上高は減少しました

不動産は新規テナント、ゴルフ
事業の改善が寄与しました
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2005年度【連結】 経常利益

経
常
利
益
（億
円
）

売
上
高
経
常
利
益
率78億78億

33億33億
41億41億

63億63億

８８億８８億

経常利益は順調に伸び、経
常利益率も５％を超えること
ができました
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2005年度【製菓単独】 経常利益

経
常
利
益
（億
円
）

売
上
高
経
常
利
益
率

71億71億

27億27億
33億33億

59億59億

79億79億

単独の経常利益も順調に伸び、経常
利益率５％を超えております
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R O E

2005年度【連結】 当期純利益

当
期
純
利
益
（億
円
）

Ｒ
Ｏ
Ｅ

39億39億
21億21億 5億5億

22億22億

△２８億△２８億2005年度はゴルフ事業等に
係る固定資産の減損処理と
して約122億円を特別損失に
計上しました
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トータルマネジメントによる価値連鎖向上

＜レビュー＞2005年度 経営戦略

技術にこだわった商品投入と
積極的マーケティング施策による売上増加

生産部門における原価低減

効果的販売マネジメントによる販促費率維持

ＳＣＭ強化による業務効率向上
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チョコモナカジャンボ

(億円）

菓子
主力ブランド

森永ビスケット

チョコボール

ダース

小枝

ハイチュウ

ココア

インゼリー

100%

102%

74%

98%

97%

97.7%

その他食料品

その他

主力品
95.2%

構成比
48.3％
(-1 .4％ )

2004年度
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2005年度【製菓単独】 売上ポートフォリオ

2005年度

主力ブランドではチョ
コモナカジャンボ、森
永ビスケット、ダース
が前年を上回りまし
たが、それ以外は苦
戦を強いられました

10

49 .8%
50 .0%

49 .7% 49 .8%
49 .9%

48 .0 %

49 .0 %

50 .0 %

51 .0 %

52 .0 %

0 1年 度 0 2年 度 0 3年 度 0 4年 度 0 5年 度

2005年度【製菓単独】 売上原価

主力品の売上高減少により
プロダクトミックスが悪化し、
原価率は横ばいとなりました
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販管費推移【製菓単独】

6 4 0

6 6 0

6 8 0

7 0 0

7 2 0

7 4 0

7 6 0

0 1年 度 0 2年 度 0 3年 度 0 4年 度 0 5年 度

（億円）

4 2 %

4 3 %

4 4 %

4 5 %

4 6 %

4 7 %

4 8 %

4 9 %

5 0 %

5 1 %
販 管費

販 管費率

販管費は効率的な活用に努め、
低減を図っています
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SCM戦略

『顧客感動』
の追及のための
森永流SCM構築

「美味しいもの」
すなわち

「鮮度」のよいものを
お届けする

主たる課題は最適生産・最適在庫の実現

在庫過多、品薄の状態を招くなど課題は多く、道半ばではあるが、着実
に推進している

サプライチェーンの効果をよ
り高める努力を継続してき
ています
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71.4億

04年度

2005年度【製菓単独】 経常利益増減要因

(億円）

原価微増
▲0.9億

一般管理費減
+5.8億

営業外収益等
▲0.1億

05年度

+7.7億増

売上減少
(97.7%)

▲ 17.7億

販促費等減+15.3億
広告費減+5.3億

71.4億

79.1億

粗利益減
▲18.6億

売上高の減少による利益減を一般管理費、
販促費等の減によって吸収しております

200５年度業績

中期経営方針

200６年度予想

アジェンダ
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新たな挑戦に向けて

163期

’10

162期

’09

161期

’08

160期

’07

159期

’06

158期

’05

現業進化

新規事業

90～ 100億

５年

３年

第１ステージ

第２ステージ

2010年をターゲットとし、現行の倍以上の利益水準を目指す

Ｍ＆Ａ

５年後に向けたグランドデザインを段階的に具
現化し、新たなステージへと進めていきます
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現業の進化に向けて

１．パワーブランド戦略をさらに強化し、経営効率を高める
① 研究開発力強化、マーケターの養成、店頭重視の営業開発など、マー

ケティング力をさらに強化する

② 経営資源の傾斜的配分を強め、主力品の構成比をさらに高める

③ サプライチェーンマネジメントの推進によりさらなる効率経営を目指す

２．生産体制新構築により、さらなる原価低減を図る
現状より５％程度の原価低減が可能となる生産体制の構築に向け、
工場再編も視野に入れたラインの統廃合などの施策を検討していく

森永バリューチェーン体系の強化
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新市場の創造に向けて

１．少子高齢化・健康
 少子高齢化、健康をキーワードとした高付加価

値商品の開発を進め、新たな市場を創造・開拓
する

２．グローバル戦略
 上海市場でのハイチュウ事業を成功させ、他地

域への展開を目指す

200５年度業績

中期経営方針

200６年度予想

アジェンダ
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2006年度 業績予想

108%2138,9879,200営業利益

連

結

7 ,809－ 3,4094,400当期純利益

6837,9178,600経常利益

6277,9238,550営業利益

製
菓
単
独

3 ,041

102.0%

151,759154,800売 上

102%7 ,318－ 2,8184,500当期純利益

107%4078,7939,200経常利益

113%4 ,380

102.6%

170,920175,300売 上

連単倍率前年比較前期通期予想

(単位 :百万円 )

2006年度 1株当たり年間配当金予想は6.00円
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110

1,709億 1,753億
食料品 ＋44億
卸売飲食店 ＋1億
不動産 －1億

+44億

売上

営業利益

食料品

2006年度 連結セグメント別営業利益予想

（億円）
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2005年度 90億 2006年度 92億

卸売飲食店 － 1億

食料品
+3億

不動産 +2億

その他・全社 － 2億

営業利益

+2億

設備、ＩＴ、人材、新規事業な
どへの投資を積極的に行い、
将来の基盤を強化する「攻撃
的踊り場」の期と位置づけて
おります
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2006年度の重点戦略 （１）現業の進化

1. 主力ブランドの構成比を高め、収益力の向上を
図る

2. 生産体制新構築を段階的に推進し、原価低減を
目指す

3. 原材料の高騰に対応し、購買力を強化する
4. IT、人材、設備、新規事業などに対する投資を積

極的に行い、将来にわたる事業基盤の強化を図
る

5. 次期主力品の育成に注力する

22

チョコモナカジャンボ

99%

(億円）

菓子
主力ブランド

森永ビスケット

チョコボール

ダース

小枝

ハイチュウ

ココア

インゼリー

109%

109%

105%

107%

102.0%

その他食料品

その他

主力品
107.1%

構成比
50.7％
(+2.4％ )

2005年度
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2006年度【製菓単独】 売上ポートフォリオ計画

2006年度

人口構造や食シーンの
変化を踏まえ、顧客の
ニーズを的確に捉えた
マーケティング展開に
より主力品の構成比を
高めてまいります
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0 5年度 06年 度

広告費広告費 製造設備投資製造設備投資

広告費前年並広告費前年並

+10億
円

設備投資増加設備投資増加

(億円 ） (億円）

（マーケティング投資／設備投資 ）

2006年度【製菓単独】 資源配分

主力品にウエイトを

置いた資源配分
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4 9 .8 %
5 0 .0 %

4 9 .7 % 4 9 .8 %

4 9 .9 %

4 9 .4 %

4 8 .0 %

4 9 .0 %

5 0 .0 %

5 1 .0 %

5 2 .0 %

0 1年 度 0 2年 度 0 3年 度 0 4年 度 0 5年 度 0 6年 度

売上原価推移【製菓単独】

主力ブランドへの集中によりプ
ロダクトミックスを改善し、原材
料高騰によるコストを吸収した
うえで原価の低減を図ってまい
ります
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2006年度の重点戦略 （２）新市場の創造

1. 少子高齢化、健康をキーワードとした高付加価
値商品の開発、育成を進めるとともに、「天使の
健康」シリーズなど通販事業の強化を図る。また、
新市場の創造に積極的にとりくんでいく。

2. 上海でのハイチュウ事業の基盤を固め、事業規
模拡大に向けたとりくみを進める

26

2006年度マーケティング戦略＜現状分析＞

2005年度の主力ブランドの動向
主力ブランドのなかで核をなすコア商品群は堅調に推移

60円チョコボール、100円ハイチュウ、ウイダーinゼリー＜エネルギー＞、
＜ビタミン＞など

サブ商品群は受け入れ性がなく低迷
150円チョコボール、DWシリーズ、ハイチュウキッズなど

サブ商品群低迷の背景
人口構造の変化への対応

単身、老夫婦世帯の増加
CVS客の年齢上昇

食シーンの分析
分け合い需要など
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ブランドの核となる商品群の維持・拡大
ブランドそのものの力は落ちていない

引き続きコア商品に対する資源配分を傾斜的に行い、売上の規模
拡大を図る

顧客のニーズを的確に捉えたマーケティング
単身・老夫婦世帯の増加

CVS来店客の年齢層の変化

分け合い需要の増加

ビターチョコ、大人チョコ、男チョコ

2006年度マーケティング戦略＜対策＞

ターゲットを絞った商品開発

CVS向け商品開発投資

連結の範囲及び持分法の適用

連結子会社

持分法適用会社

（非連結子会社）

（関連会社）

当 期

１２ 社

４ 社

(３ 社)

(１ 社)

前 期 増 減

１１ 社

５ 社

(４ 社)

(１ 社)

＋１社

▲１社

前期からの異動

国内子会社 １４社 決算月： ３月海外子
会社 ２社 決算月：１２月

「森永高滝カントリー㈱」 持分法→連結子会社 業種：
ゴルフ場の経営 ＳＥＧ．不動産・ｻｰﾋﾞｽ
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【連結】貸借対照表要約

【製菓】コミットメント
ライン

総 額 10 , 0 0 0

借 入 実 行 残 高 4,0 0 0

借 入 未 実 行 残 高 6,0 0 0

単位：百万円

当期末 前期末 増 減

総 資 産 131,404 138,028 -6,624

流 動 資 産 45,842 43,405 2,437

固 定 資 産 85,562 94,623 -9,061

流 動 負 債 40,902 44,458 -3,556

固 定 負 債 34,164 34,746 -582

少 数 株 主 持 分 705 627 78

資 本 合 計 55,632 58,196 -2,564

株 主 資 本 比 率 42.3% 42.2% 0.1%

有 利 子 負 債 18,829 19,709 -880

純 有 利 子 負 債 11,388 14,819 -3,431

現金及び預金 2,680
たな卸資産 815

有形固定資産 ▲11,852
（減損の影響）
投資有価証券 3,063
（評価益の増）

繰延税金負債 962
評価差額金 1,463

利益剰余金▲4,170
(当期純損失 2,818)
(配当金 1,351)

【連結】キャッシュ・フロー計算書要約
単 位 ： 百 万 円

当 期 前 期 増 減

営 業 活 動 に よ る Ｃ ／ Ｆ 9 , 0 3 5 7 , 5 1 2 1 , 5 2 3

投 資 活 動 に よ る Ｃ ／ Ｆ - 5 , 2 5 7 - 5 , 3 1 8 6 1

財 務 活 動 に よ る Ｃ ／ Ｆ - 2 , 3 4 2 - 8 , 5 4 0 6 , 1 9 8

現 金 ・ 現 金 同 等 物 為 替 換 算 額 4 9 - 6 5 5

現 金 ・ 現 金 同 等 物 増 減 額 1 , 4 8 5 - 6 , 3 5 3 7 , 8 3 8

現 金 ・ 現 金 同 等 物 期 首 残 高 4 , 8 7 5 1 1 , 2 2 8 - 6 , 3 5 3

連 結 範 囲 変 更 に よ る 増 加 額 6 5 6 5

現 金 ・ 現 金 同 等 物 中 間 期 末 残 高 6 , 4 2 5 4 , 8 7 5 1 , 5 5 0

《 主 な 内 容 》

営 業 活 動 に よ る Ｃ ／ Ｆ

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 - 1 , 9 3 6 6 , 6 7 6 - 8 , 6 1 2

減 価 償 却 費 4 , 5 0 9 4 , 5 1 5 - 6

減 損 損 失 1 2 , 1 9 5 1 2 , 1 9 5

受 入 敷 金 ・ 保 証 金 - 1 , 1 2 9 - 2 7 - 1 , 1 0 2

法 人 税 等 の 支 払 額 - 1 , 5 5 4 - 2 , 9 0 5 1 , 3 5 1

投 資 活 動 に よ る Ｃ ／ Ｆ

有 形 固 定 資 産 の 取 得 - 5 , 4 8 8 - 5 , 4 3 7 - 5 1

財 務 活 動 に よ る Ｃ ／ Ｆ

長 短 借 入 金 (純 額 )の 増 減 額 - 8 7 9 - 7 , 0 6 5 6 , 1 8 6

配 当 金 の 支 払 額 - 1 , 3 5 1 - 1 , 3 5 2 1

10,258
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